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藤
　
崎
　
成
　
昭

　
陸
続
き
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
越
境
交
通
の
進
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│ 
そ
の
制
度
的
背
景
と
意
義

　
１
、
ア
ジ
ア
８
カ
国
を
結
ぶ
国
際
鉄
道

　
２
０
０
７
年
の
春
か
ら
秋
に
か
け
て
20
週
間
に
わ
た

り
、
週
日
は
ほ
ぼ
毎
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
「
関
口
知
宏
の
中

国
鉄
道
大
紀
行
　
最
長
片
道
ル
ー
ト
３
６
、
０
０
０
㎞

を
ゆ
く
」
と
い
う
番
組
を
放
送
し
て
い
た
。
こ
の
『
所

報
』
を
手
に
さ
れ
る
よ
う
な
ア
ジ
ア
に
ご
関
心
を
お
持

ち
の
方
で
あ
れ
ば
、
き
っ
と
あ
の
番
組
も
楽
し
ま
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
か
く
言
う
筆
者
も
ご
多
分
に

洩
れ
ず
、
時
間
が
許
す
限
り
テ
レ
ビ
の
前
に
座
り
、
中

国
の
大
地
を
映
す
画
面
に
見
入
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
イ
ン
ド
シ
ナ
ま
で
目
を
拡
げ
る
と
、
国
境
を
越
え
て

走
っ
て
い
る
列
車
も
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
マ
レ
ー
半
島
を
縦
断
し
タ
イ
の
バ

ン
コ
ク
を
結
ぶ
「
イ
ー
ス
タ
ー
ン
＆
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・

エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
と
い
う
豪
華
列
車
で
、
例
え
ば
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
か
ら
バ
ン
コ
ク
へ
は
２
泊
３
日
の
旅
だ
と
い

う
。
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
と
中
国
の
北
京
を
結
ぶ
国
際

列
車
も
週
２
便
の
定
期
運
行
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ト

ナ
ム
国
鉄
の
時
刻
表
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
ハ
ノ
イ
を
火

曜
日
の
夕
方
６
時
半
に
出
発
す
る
列
車
に
乗
る
と
、

翌
々
日
、
木
曜
日
の
午
後
１
時
半
に
北
京
西
駅
に
着

く
。

　
陸
続
き
の
東
ア
ジ
ア(

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
マ
レ
ー
半

島
、
イ
ン
ド
シ
ナ
を
経
て
中
国
に
至
る
地
域)
で
は
、
現

在
こ
の
地
域
の
主
要
都
市
を
結
ぶ
国
際
鉄
道
の
建
設
が

真
剣
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ク
ア
ラ

ル
ン
プ
ー
ル
、
バ
ン
コ
ク
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
、
ホ
ー
チ
ミ

ン
、
ハ
ノ
イ
、
そ
し
て
中
国
は
雲
南
省
の
昆
明
を
結

ぶ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
昆
明
間
鉄
道
連
結

(Singapore-Kunming 
Rail 

Link(SKRL))

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
そ
れ
で
あ
る
。
既
存
の
鉄
道
線
路
の
補

修
・
改
良
、
鉄
橋
の
架
け
替
え
、
新
設
、
新
駅
の
建

設
、
そ
し
て
新
た
な
鉄
道
線
路
の
敷
設
を
行
い
、
沿
線

８
カ
国
を
結
ぶ
計
画
で
あ
る
。
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
は
支
線
を
延
ば
す
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体

(AEC)

が
発
足
す
る
２
０
１
５
年
の
完
成
が
目
指
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
内
部
で

初
め
て
提
案
さ
れ
た
の
は
１
９
９
５
年
、
翌
96
年
か
ら

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
交
通
相
会
議
で
は

主
要
な
議
題
の
一
つ
と
し
て
断
続
的
に
議
論
さ
れ
て
い

　
　〈 

目
　
　
　
次 

〉

(12)

○ 

『
ア
ジ
ア
の
窓
』

　
　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
主
導
す
る
東
ア
ジ
ア
の
共

　
　
　
同
体
形
成
　
　
　
…
… 

野
副
　
伸
一
…

○ 

ロ
ン
ド
ン
の
公
文
書
館
と
大
学
図
書
館
の

　
　
魅
力
　
　
　
　
　  

…
… 

南
原
　
　
真 

…
(6) (1)

○ 

陸
続
き
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
越
境
交
通
の

　
　 

進
展 

　
　
　
　
　
…
… 

藤
崎
　
成
昭 

…
(8)(10) (4)

○ 

「
国
際
中
堅
企
業
」
の
登
場
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
… 

西
澤
　
正
樹 

…

○ 

中
国
大
学
事
情
　
　 

…
… 

山
本
　
忠
士 

…

○ 

プ
ミ
プ
ト
ラ
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
… 

三
木
　
敏
夫 

…

（16）



亜細亜大学アジア研究所所報

2

第129号平成19年12月15日

る
。
２
０
０
６
年
12
月
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
は
、
①
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
鉄
道
の
補
修
・
改
良
と
タ
イ
の
鉄
道
と
の
連

結
（
ポ
イ
ペ
ト
・
シ
ソ
ホ
ン
間
の
新
線
建
設
）
に
４
、

２
０
０
万
ド
ル
、
②
ベ
ト
ナ
ム
北
部
、
中
国
国
境
ラ
オ

カ
イ
へ
の
鉄
道
の
補
修
・
改
良
に
６
、
０
０
０
万
ド

ル
、
を
借
款
と
し
て
供
与
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。
ポ

イ
ペ
ト
・
シ
ソ
ホ
ン
間
の
新
線
建
設
に
使
わ
れ
る
レ
ー

ル
は
マ
レ
ー
シ
ア
が
現
物
供
与
す
る
。

２
、
道
路
に
よ
る
一
体
化
が
進
む
陸
続
き
の
東
ア
ジ
ア

　
こ
の
地
域
の
国
々
が
相
互
交
通
、
相
互
往
来
の
促
進

に
向
け
よ
り
熱
い
眼
差
し
を
向
け
て
い
る
の
は
当
然
の

こ
と
な
が
ら
道
路
に
よ
る
越
境
交
通
で
あ
る
。
中
国
が

広
大
な
国
土
に
高
速
道
路
網
を
張
り
巡
ら
せ
つ
つ
あ
る

こ
と
は
既
に
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
高
速
道
路
の
総
延

長
は
２
０
０
５
年
に
４
万
１
、
０
０
０
㎞
、
日
本

（
８
、
５
０
０
㎞
）
の
実
に
約
５
倍
で
あ
る
。
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
マ
レ
ー
シ
ア
や
タ
イ
も

国
内
で
は
立
派
な
道
路
網
を
建
設
済
み
で
あ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
こ
の
両
国
で
は
政
府
の
関
心
が
複
合
一
貫
輸

送
の
他
方
の
核
と
し
て
期
待
で
き
る
鉄
道
や
水
運
（
河

川
、
海
）
の
整
備
に
向
か
っ
て
い
る
。
道
路
網
に
つ
い

て
は
む
し
ろ
、
国
を
越
え
て
相
互
に
結
び
つ
け
、
イ
ン

ド
シ
ナ
さ
ら
に
は
陸
続
き
の
東
ア
ジ
ア
全
体
と
し
て
の

貨
物
輸
送
の
円
滑
化
、
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
Ｃ
Ｌ
Ｍ

Ｖ
を
含
め
た
各
国
の
共
通
の
関
心
事
と
な
っ
て
き
て
い

る
。
現
在
主
と
し
て
海
上
輸
送
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な

い
こ
の
地
域
の
貨
物
輸
送
を
、
陸
路
、
と
り
わ
け
高
速

道
路
も
用
い
た
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア

輸
送
に
置
き
換
え
る
の
が
当
面
の
目
標
で
あ
る
。
例
え

ば
、
バ
ン
コ
ク
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
間
を
海
上
輸
送

す
る
と
、
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
で
５
日
〜
７
日
か
か
る

が
、
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用
し
た
越
境
輸
送
を
行
え
ば
こ
れ

を
３
日
に
短
縮
で
き
る
。

　
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用
し
た
越
境
輸
送
が
商
業
ベ
ー
ス
で

成
立
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
地
域
で
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
の
３
カ
国
間
に
つ
い
て
の
み

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
バ
ン
コ
ク
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

間
（
直
線
距
離
で
１
、
２
０
０
㎞
）
を
例
に
取
り
、
越

境
輸
送
の
仕
組
み
を
説
明
す
る
１
。
ま
ず
、
両
国
共
に

国
境
を
は
さ
ん
だ
約
10
㎞
に
つ
い
て
は
相
手
国
の
車
両

の
通
行
を
許
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
遠
に
つ
い
て
は
こ

れ
を
認
め
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
国
境
地
帯
で
の

貨
物
の
積
み
替
え
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
国
境
で
輸
出
入
通
関
が

行
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
実
際
の
バ
ン
コ
ク
か
ら
ク
ア
ラ

ル
ン
プ
ー
ル
へ
の
越
境
輸
送
で
は
次
の
よ
う
な
ス
テ
ッ

プ
を
踏
む
こ
と
に
な
る
。
①
バ
ン
コ
ク
か
ら
タ
イ
の
車

両
で
国
境
へ
向
か
う
、
②
タ
イ
側
国
境
施
設
で
出
国
手

続
き
と
輸
出
通
関
を
済
ま
す
、
③
マ
レ
ー
シ
ア
側
国
境

施
設
で
入
国
手
続
き
と
輸
入
通
関
を
済
ま
す
、④
マ

レ
ー
シ
ア
側
の
積
替
え
施
設
で
マ
レ
ー
シ
ア
の
車
両
に

積
み
替
え
る
、
⑤
マ
レ
ー
シ
ア
の
車
両
で
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
に
向
か
う
。
あ
る
日
系
輸
送
業
者
の
ケ
ー
ス
で

は
、
バ
ン
コ
ク
か
ら
国
境
到
着
ま
で
、
そ
し
て
再
出
発

後
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
到
着
す
る
ま
で
の
所
要
時
間

が
、
そ
れ
ぞ
れ
22
時
間
、
19
時
間
で
あ
る
。
輸
出
入
通

関
、
貨
物
の
積
替
え
に
は
約
６
時
間
を
要
し
て
い
る
。

　
中
国
南
部
か
ら
イ
ン
ド
シ
ナ
に
か
け
て
の
地
域
で

は
、
従
来
陸
路
の
イ
ン
フ
ラ
が
未
整
備
で
あ
っ
た
た

め
、
貨
物
輸
送
は
ほ
ぼ
全
面
的
に
海
上
輸
送
に
頼
っ
て

き
た
。
そ
の
所
要
日
数
は
例
え
ば
華
南
・
ハ
ノ
イ
間
の

場
合
４
〜
６
日
、
バ
ン
コ
ク
・
ハ
ノ
イ
間
で
10
〜
15
日

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
こ
の
地
域
で
は
道
路
や
橋

と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
お

り
、
陸
路
の
越
境
輸
送
へ
の
シ
フ
ト
が
現
実
の
も
の
と

な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
シ
フ
ト
の
可
能
性
を
最
初
に
示

し
た
の
は
１
９
９
４
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
援
助
で
完

成
し
た
メ
コ
ン
川
の
タ
イ
・
ラ
オ
ス
国
境
（
ノ
ー
ン

カ
ー
イ
・
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
間
）
の
橋
、
第
一
メ
コ
ン
国

際
橋
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
タ
イ
か
ら
ラ
オ
ス
を
経
由
し

て
ベ
ト
ナ
ム
へ
行
く
こ
と
が
ま
ず
物
理
的
に
可
能
に

な
っ
た
。
そ
し
て
２
０
０
６
年
12
月
、
日
本
の
援
助
で

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
第
２
メ
コ
ン
国
際
橋
（
ム
ク

ダ
ハ
ー
ン(

タ
イ)

・
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト(

ラ
オ
ス)

間
）

が
竣
工
し
た
こ
と
で
、
タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
間
の
陸
路
交

通
の
経
済
性
は
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
た
。
バ
ン
コ
ク
・

ハ
ノ
イ
間
の
、
走
行
距
離
は
従
来
の
２
、
０
０
０
㎞
か

ら
１
、
５
０
０
㎞
に
、
貨
物
輸
送
に
か
か
る
日
数
は
４

日
か
ら
３
日
に
短
縮
さ
れ
た
。
東
西
回
廊
の
事
実
上
の

完
成
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
前
年(

２
０
０
５
年)

の

12
月
に
は
中
国
国
内
で
広
州
か
ら
南
寧
を
経
て
中
越
国

境
（
友
誼
関
）
に
至
る
高
速
道
路
が
完
成
し
て
い
た
か

ら
、
こ
れ
で
華
南
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
陸
路
で
移
動

す
る
こ
と
も
夢
で
は
な
く
な
っ
た
。
２
０
０
７
年
中
に

は
中
国
の
昆
明
（
雲
南
省
）
か
ら
ラ
オ
ス
経
由
で
バ
ン

コ
ク
に
至
る
南
北
回
廊
も
ほ
ぼ
完
成
の
予
定
で
あ
る
。

こ
う
し
て
陸
続
き
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
２
０
０
７
年

中
に
も
道
路
網
に
よ
る
物
理
的
な
一
体
化
が
飛
躍
的
に

進
展
す
る
。
そ
し
て
今
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
き
て
い

る
の
が
、
越
境
交
通
を
い
か
に
円
滑
化
す
る
か
と
い
う

問
題
で
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
と
タ
イ
の
事
例
で
も
、
越

境
の
手
続
き
と
貨
物
の
積
み
替
え
に
要
す
る
６
時
間
と
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い
う
時
間
は
決
し
て
短
い
も
の
で
は
な
い
。

３
、
Ｇ
Ｍ
Ｓ
越
境
交
通
協
定
と
そ
の
意
義

　
越
境
交
通
の
円
滑
化
の
方
策
は
大
き
く
分
け
て
二
つ

あ
る
。
一
つ
は
国
境
施
設
に
お
け
る
手
続
き
の
簡
素

化
、
も
う
一
つ
は
車
両
の
相
互
乗
り
入
れ
に
よ
り
貨
物

の
積
み
替
え
を
不
要
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
ず
前
者
に
つ
い
て
だ
が
、
陸
続
き
の
大
陸
で
の
越

境
で
は
、
通
常
指
定
さ
れ
た
越
境
ポ
イ
ン
ト
で｢

出

国
・
入
国｣

、｢

輸
出
・
輸
入｣

に
関
わ
る
諸
手
続
き
を

ほ
ぼ
連
続
的
に
行
う
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
ト
ラ
ッ
ク

で
コ
ン
テ
ナ
を
輸
送
し
て
Ａ
国(
自
国)

か
ら
Ｂ
国(

外

国)

へ
向
か
う
と
す
る
。
Ａ
国
の
越
境
施
設
で
輸
出
通

関
を
済
ま
せ
、
出
国
手
続
き
も
終
え
、
Ｂ
国
の
越
境
施

設
に
向
か
う
。
今
度
は
輸
入
通
関
と
入
国
手
続
き
で
あ

る
。
検
疫
、
関
税
の
納
付
、
等
も
済
ん
で
、
よ
う
や
く

輸
送
の
再
開
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
煩
雑
な
国
境
手
続

き
を
可
能
な
限
り
簡
素
化
す
る
こ
と
が
１
９
９
９
年
に

タ
イ
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
の
３
カ
国
が
、
ア
ジ
ア
開

発
銀
行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）
の
メ
コ
ン
地
域
開
発
支
援
ス
キ
ー

ムGMS(Greater 
Mekong 

Subregion)

プ
ロ
グ

ラ
ム
の
支
援
も
得
て
、
締
結
し
た
越
境
輸
送
協
定

(Cross-Border 
Transport 

Agreement: 

以

下
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ)

の
第
一
の
目
的
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で

は
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
２
国
間
の
ケ
ー
ス
を
取
り
上

げ
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
に
基
づ
き
ど
の
よ
う
に
国
境
手
続
き
の

簡
素
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
説
明
す
る
２
。
両

国
は
２
０
０
５
年
の
３
月
に
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
に
基
づ
い
た
二

国
間
覚
書
を
交
わ
し
、
同
年
６
月
30
日
か
ら
手
続
き
簡

素
化
の
具
体
的
取
り
組
み
に
着
手
し
て
い
る
。

　
手
続
き
簡
素
化
の
た
め
に
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
で
は
国
境
で

の
審
査
・
検
査
の
シ
ン
グ
ル
・
ウ
イ
ン
ド
ウ
化
と
通
関

の
シ
ン
グ
ル
・
ス
ト
ッ
プ
化
を
進
め
る
と
定
め
て
い

る
。
シ
ン
グ
ル
・
ウ
イ
ン
ド
ウ
化
と
は
人
、
車
両
そ
し

て
貨
物
の
審
査
・
検
査
を
関
係
担
当
官
が
「
合
同
で
同

時
に(jointly and simultaneously)

」
実
施
す
る

こ
と
で
あ
る
。
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
両
国
の
越

境
ポ
イ
ン
ト
、
デ
ン
サ
ワ
ン(

ラ
オ
ス)

と
ラ
オ
バ
オ(

ベ

ト
ナ
ム)

で
実
際
に
審
査
・
検
査
を
行
っ
て
い
る
の
は
税

関
、
出
入
国
管
理
局
、
検
疫
所
の
担
当
官
で
あ
る
。
実

は
こ
れ
ま
で
は
、
こ
れ
ら
の
担
当
官
が
相
互
に
連
携
す

る
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
検
査
・
審
査
を
行
っ

て
き
た
。
そ
こ
で
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
は
「
合
同
で
同
時
に
」
実

施
し
、
時
間
の
無
駄
を
省
く
よ
う
求
め
て
い
る
わ
け

だ
。
次
に
通
関
の
シ
ン
グ
ル
・
ス
ト
ッ
プ
化
と
は
、

「
通
関
を
輸
入
国
側
だ
け
で
行
う
」、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
覚
書
で
は
国
境
手
続
き
の
シ
ン
グ
ル
・
ウ
イ
ン
ド

ウ
化
と
通
関
の
シ
ン
グ
ル
・
ス
ト
ッ
プ
化
を
４
段
階
で

進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
従
来
貨
物
を
輸
送
し
て

い
る
場
合
４
時
間
以
上
で
あ
っ
た
越
境
手
続
き
の
所
要

時
間
を
最
終
的
に
は
30
分
以
下
に
短
縮
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。

　
一
方
、
車
両
の
相
互
乗
り
入
れ
に
関
し
て
は
、
ベ
ト

ナ
ム
、
ラ
オ
ス
は
１
９
９
６
年
２
月
に
締
結
し
た
道
路

輸
送
協
定
で
両
国
の
ト
ラ
ッ
ク
の
相
互
乗
り
入
れ
を
認

め
て
お
り
、
越
境
に
際
し
貨
物
の
積
み
替
え
は
不
要
で

あ
る
。
同
様
に
タ
イ
と
ラ
オ
ス
も
相
互
乗
り
入
れ
を
認

め
る
道
路
輸
送
協
定
を
１
９
９
９
年
５
月
に
結
ん
で
い

る
。
さ
ら
に
、
２
０
０
７
年
８
月
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ

ス
、
タ
イ
の
三
カ
国
が
覚
書
を
交
わ
し
、
三
カ
国
間
で

の
相
互
乗
り
入
れ
を
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
で

東
西
回
廊
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
タ
イ
の
ト
ラ
ッ
ク
が

バ
ン
コ
ク
か
ら
ハ
ノ
イ
ま
で
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
で
貨

物
を
輸
送
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た
。

　
さ
て
、
以
上
説
明
し
て
き
た
Ｇ
Ｍ
Ｓ
│
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
に

は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
サ
ミ
ッ
ト
と
並
行
し
て
第
１
回
Ｇ
Ｍ

Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
た
２
０
０
２
年
11
月
３

日
、
Ｇ
Ｍ
Ｓ
に
雲
南
省
が
参
加
し
て
い
た
中
国
が
加
盟

し
た
。 

同
協
定
に
は
２
０
０
１
年
に
カ
ン
ボ
ジ
ア

が
、
２
０
０
３
年
に
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
参
加
し
、
現
在

で
は
陸
続
き
の
東
ア
ジ
ア
の
ほ
ぼ
全
域
を
対
象
と
す
る

協
定
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
既
に
二
国
間
の
覚
書

ベ
ー
ス
で
手
続
き
簡
素
化
を
進
め
て
い
る
越
境
ポ
イ
ン

ト
は
現
在
ま
で
に
、
バ
ベ
ッ
ト(

カ
ン
ボ
ジ
ア)

・
モ
ク

バ
イ(

ベ
ト
ナ
ム)

、
ム
ク
ダ
ハ
ー
ン(

タ
イ)

・
サ
ワ
ン

ナ
ケ
ー
ト(

ラ
オ
ス)

、
河
口(

中
国)

・
ラ
オ
カ
イ(

ベ

ト
ナ
ム)

、
を
加
え
た
４
カ
所
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う

し
て
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
は
こ
の
地
域
の
越
境
交
通
の
実
質
的

な
国
際
ル
ー
ル
と
し
て
根
付
こ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
将
来
日
本
の
車
両
が
例
え
ば
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
で
海
を

渡
り
中
国
国
内
へ
の
輸
送
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
活
動
を
律
す
る
ル
ー
ル
は
事
実

上
Ｃ
Ｂ
Ｔ
Ａ
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
日
本
と
し
て
も
決
し
て
他
人
事
と
し

て
済
ま
す
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

１ 
(

社)

日
本
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
　
フ
レ
イ
ト
　
フ
ォ
ワ
ー

ダ
ー
ズ
協
会
編
『
ア
セ
ア
ン
物
流
事
情
調
査
　
そ
の
１
「
タ
イ
」

の
国
内
・
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
輸
送
』(

２
０
０
７
年
６
月)

を
参
照
。

２ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
東
ア
ジ
ア
の
地
域
統
合
と
変
貌
す

る
物
流
事
情
│
進
む
陸
路
交
通
網
の
一
体
化
と
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
」

『
貿
易
と
関
税
』
２
０
０
７
年
11
月
。

（
ふ
じ
さ
き
し
げ
あ
き
・
日
本
貿
易
振
興
機
構
総
務
部

　
主
査
）
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